<< 情報Ａ >>　教科書の流れに沿った年間指導計画例
	月
	章・節
［配当時間］
	項　　目
	学　習　内　容
	実習・ソフトウェア等

	４

月
	１章　情報社会に生きるわたしたち[2]

	
	
	1 情報化の進む社会
	○日常生活や社会でコンピュータや情報通信ネットワークが果たす役割
	

	
	
	2 情報社会とわたしたち
	○新しい情報手段が，社会やわたしたちの生活に及ぼす影響
	

	
	
	3 情報社会をよりよく生きるために
	○情報社会に生きるわたしたちにとって大切なこと
	

	
	２章　情報を活用するための工夫[16]

	
	１節　情報機器の活用(4)
	1 情報機器の種類と特徴
	○情報機器の機能と特徴

○情報を活用する手段や道具としての情報機器の活用する方法
	

	５月
	
	2 コンピュータの活用
	○これから利用する主なアプリケーションソフトウェアの機能や特徴の整理
	■文書処理ソフトウェアの基本機能
　・文書処理ソフトウェア
■表計算ソフトウェアの基本機能
　・表計算ソフトウェア
■Webページの検索と保存
　・ブラウザ
■電子メールの送受信
　・電子メールソフトウェア

	
	２節　問題解決と情報の活用(6)
	1 問題解決とその手順
	○日常生活で遭遇するさまざまな問題解決のための流れ

○問題解決に必要な情報の活用方法
	

	
	
	2 問題解決の工夫
	○問題解決の具体的な手段
	■コンピュータなどを使う場合と使わない場合の比較
　・インターネット

　・文書処理ソフトウェア

　・表計算ソフトウェア等

	６

月
	３節　情報伝達の工夫(6)
	1 さまざまな情報伝達の方法
	○情報の受け手と送り手の間にコミュニケーションが成立するために必要なこと

○情報伝達手段の特徴の理解

○目的や対象によって適切な伝達手段の選択
	　

	
	
	2 効果的な表現

【演習】
	○伝達内容の構成と表現方法を工夫した情報の的確な伝達

○自分の考えを文章で表現するときに必要な構成と表現の工夫のしかた
	■案内図をつくる
　・文書処理ソフトウェア

　・画像処理ソフトウェア

	７

月
	３章　情報の収集と共有[20]

	
	１節　情報の検索と収集(6)
	1 情報収集の方法と特徴
	○図書館の情報検索の工夫と効率的な情報検索

○データベースの特徴と利用

○ファイルの整理と共有のための工夫
	■ファイルの分類，整理
　・基本ソフトウェア（OS）

	
	
	2 インターネットによる情報の検索
	○検索エンジンのしくみと特徴

○キーワード検索

○AND，OR，NOTの演算子
	■検索エンジンの比較
■カテゴリー検索
■検索条件の工夫

・ブラウザ

	９月
	２節　情報の共有と発信(7)
	1 情報の共有と決まり
	○情報の共有という考え方と意義

○情報通信ネットワークにおける情報を共有するための方法と取り決め
	■ファイル共有

■文字コード

■ファイル形式
　・基本ソフトウェア
　・HTML
　・ブラウザ

　・文書処理ソフトウェア

　・テキストエディタ

	
	
	2 情報を共有する工夫
	○データ圧縮の必要性とさまざまな圧縮方法

○情報の関連づけによる情報の効果的な共有
	■画像データの圧縮
　・画像処理ソフトウェア
■Webページの構成
　・ブラウザ

	
	
	3 情報発信のしくみ
	○Webページの公開方法と閲覧するときの情報の流れ

○電子メールを送受信するときの情報の流れと電子メールの特徴
	　

	10

月
	３節　ネットワーク社会のルールとマナー(7)
	1 情報社会の自由と責任
	○プライバシーの内容と取り扱い方

○プライバシーの権利の大切さ

○プライバシーと人権の尊重

○著作権の内容

○著作者の人権の尊重と著作物の正しい利用のしかた
	■著作物の利用許諾
　・電子メールソフトウェア

	
	
	2 情報の安全性確保
	○情報の信頼性と信ぴょう性
○不正アクセスやコンピュータウィルスへの対策
○情報セキュリティ対策
	　

	
	
	3 情報社会における心構え

【演習】
	○情報通信ネットワークの問題や危険性と対策

○情報通信ネットワークを利用する際の心構え


	　

	11

月
	４章　マルチメディアによる表現[20]

	
	１節　情報の統合(6)
	1 情報の収集と処理
	○さまざまな情報のディジタル化

○ディジタルデータを処理，加工する方法
	　

	
	
	2 情報の統合のしかた
	○文字，画像，動画像，音声などのディジタルデータの統合
	　

	
	
	3 情報の統合的な表現のために
	○自分の考えや主張を伝える作品の制作するときに大切な手だて
	■テーマと目標
■構想・活動計画，企画書
■情報の整理から設計（ラフスケッチ）

	
	２節　プレゼンテーションをしよう(6)
	1 プレゼンテーションとは
	○プレゼンテーションの特徴と構成
	■ラフスケッチを提示する順番

	12

月
	
	2 プレゼンテーションの準備をしよう
	○プレゼンテーションを実施するために必要な事前準備

○プレゼンテーションの提示画面の作成，配布資料の工夫
	■プレゼンテーションの作成
■事前チェックとリハーサル
　・プレゼンテーションソフトウェア

	
	
	3 発表し，評価しよう
	○プレゼンテーションを発表するうえで大切なこと

○プレゼンテーションの評価の大切さと評価方法
	■プレゼンテーションの発表と評価
　・プレゼンテーションソフトウェア

	１

月
	３節　Webページをつくろう(8)
	1 Webページ作成に必要なこと
	○Webページの構成や効果的な工夫
	■Webサイト全体の構成

	
	
	2 Webページの作成
	○Webページをつくるための方法

○Webページの作成
	■Webページの作成
　・HTML
　・Webページ作成ソフトウェア

	
	
	3 Webページの発信

【演習】
	○Webページを公開する前に必要なこと

○公開してからの評価と改善

○内容更新の必要性
	■Webページの公開と評価・改善
　・FTPソフトウェア

　・ブラウザ

	２

月
	５章　情報機器の発達と生活の変化[12]

	
	１節　情報機器の発達のしくみ(7)
	1 情報伝達と技術革新
	○コミュニケーションの歴史と情報伝達技術の進展

○コンピュータの歴史としくみ
	

	
	
	2 ネットワークの時代へ
	○情報機器としてのコンピュータの発達

○インターネットのしくみや機能
	

	
	
	3 ０と１で表される電子の世界
	○ディジタルの概念とディジタル化された情報の特徴
	

	３

月
	２節　情報社会の創造に向けて(5)
	1 情報化の進展と社会の変化
	○コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報技術の進展による社会の変化
	

	
	
	2 情報化の進展にともなう問題
	○情報化の進展が社会に及ぼす影響

○情報化の進展によって生じる問題
	

	
	
	3 望ましい情報社会へ

【演習】
	○情報社会における生き方と望ましい情報社会
	

	
	合計　　　70
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